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ススス キキキ ーーー    オオオ リリリ エエエ ンンン テテテ ーーー リリリ ンンン グググ                                                               
ＳＫＩ－Ｏ初心者講習会・Ｓｋｉ－Ｏナイト大会・第８回Ｓｋｉ－Ｏ大会ミディアムディスタンス 

期間：２００１年１月１９日～２２日、会場：福島県「休暇村磐梯高原」、主催：日本ＳＫＩ－Ｏ研究会 
                                          記事･写真 武石 雄市  

 例年、１月に行われている｢スキーオリ

エンテーリング初心者講習会｣が今年も、

福島県の磐梯高原で開催された。 

 講習会の目的は、クロカンスキーを履

いてＳＫＩ－Ｏ大会に参加できるように

することなので、実技レベルに応じたク

ラスに分かれて行われる。 

 参加者は、初めての方から常連の方ま

で、先ずは講師（植野由香:2000ＷＯＣ選

手）の華麗なデモンストレーションを見

せられる。 

 

 

 

 

   写真 ① 

 

 

 

 

 

 

 

  スケーティン指導の植野講師 

 

 続いてのグル－プ毎の講習は、植野講

師グル－プ、元木講師グル－プ、武石講

師グループに分かれて行われた。  

 各講師は、それぞれの持ち味を生かし

熱心に、寸暇を惜しんで指導してくれる。 

 植野グループは、スキーが初めての方

が主でしたが、人数も少なくマン・ツー・

マン方式で短時間のうちにスケーティン

グ技術を習得していた。 

 

 

 

 

  写真 ② 

 

 

 

 

   スキーのバランス指導 

 元木グループは、スキーは中・上級 

クラスなので、マップホルダーを着けて

ナビゲーション要領を中心にコーチして

いた。 

 特に、日本初参加の Ski-O WMOC 

の選手に決定した滝本氏には ski-o map

を使って実践指導していた。 

 

 

 

  写真 ③ 

 

 

 

 

 

   マップでルートコース選択 

 

 武石グループは、クロカンスキーの基

本であるクラスカルの基礎種目を一通り

行い、スケーティング技術を矢継ぎ早に

平地、登行、下降と場所を移動してとこ

とん練習した。   

 受講生の質問・要求も SKI-O 大会を意

識して高度な技術の質問が多く、一般講

習では習得出来ない技術をコーチしてい

た。 

このクラスは、年齢も１０代から７０代

までなので、当然、体力に差があるはず

ですが、スキーを着けると年齢差が感じ

られなくなるのがスキーの不思議なとこ

ろだ。 

 

 

 

 

 

   写真 ⑤ 

 

 

 

 

 

    実技講習風景 ノンポール 

 

 

 

 

  写真 ④ 

 

 

 

 

 

  老若共にダブルポール練習 

 

 講習は、例年通り夜も続く。 

 昨年１０月、(社)JOA が施行した「日

本 SKI-O 競技規則」の解説、世界選手権

大会参加の体験談の後は、皆が関心を持

ってるワクシングについて実技講習、熱

心にメモを取り、時折鋭い質問は決まっ

て最高齢の孫田氏。  

 デジカメで順番を追って記録している

のは荻田氏。自分でワクシングできない

が最後まで熱心にお付き合いする三好良

子さん。 

 日本の SKI-O は、大会時期がフット O

と同時期に開催される特殊な環境条件に

あるので、世代交代が遅々と進まないが、

これらの熱心なベテランに支えられてい

るのが現状です。 

 JOA・SKI-O 委員会は、ようやく SKI-O

指導者の養成に腰を上げた。  

 SKI-O 研究会の皆さん、ご苦労ですが、

今しばらく頑張ってください。 

 

 

 

 

 

 写真 ⑤ 

 
 
 
 

 
バランススケーティング練習 
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ナイト S K I-O 大会 

 １月２０日（土）は、第２回のスキー

によるナイトオリエンテーリング。  

 今年も、天候に恵まれOLP 兵庫の協力

で予定通り実施した。 

 日没を待って、17:30 トップスタートで

開始した。 

 

 

 

 

  写真 ⑥ 

 

 

 

 

 

 滑走しながらヘッドランプを調整する

高原 進氏 

 

 コースは、右図参照のとおり、ウィニ

ングタイム15分の短いコースで、しかも、

日中スキートレーニングで通っている極

近くのエリアですが、月齢零で暗闇の中

なので、面白くて寒さが吹っ飛んでしま

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ゆっくり行くわ」と言いながらスター

トフラッグに向かう三好良子さん。 

 

 中には、セッターが予想だにしていな

かった深雪の中を、ヘッドランプを照ら

して、目指すコントロールにショートカ

ットして来る元気な若者（玉木圭一君）

がいたのには近くに潜んでいて驚いてし

まいました。 

 オリエンティアのルートチョイスに不

可能はないのか？？ 

 計時は、羽鳥和重氏の協力で E システ

ムを使った。SKI-O のナイトは E パンチ

が絶対条件だろう。 

－１０度以下なのでヘッドランプのバッ

テリー消耗も激しくスタート前には新品

と交換しておかないととんでもないアク

シデントが起こります。 

 この夜も、安易にスタートして途中で

バッテリ－切れになり、地図もコンパス

も見れず役員に誘導された者（柏倉圭介

君）が居りました。 

 

 

 

 

  写真 ⑧ 

 

 

 

 

 

   スタート付近は静かです 

 

 ゴール後、直ちに、世界に誇る桜井太

郎氏がプログラミングしたラップ解析表

を手にした参加者は自分のラップを見て

納得したり、反省したり充実したナイト

ＳＫＩ－Ｏでした。 

 上位６名の成績を記載します。 

●MWA クラス 

①元木 悟 Team 白樺   13’45 

②羽鳥和重 川口 OLC     16’58 

③小林岳人 EC 関東 C   18’23 

④高原 進         18’42 

⑤玉木圭一 浪速包丁恋月夜 19’03 

⑥山田一善 多摩 OL    19’20 

参宗形竜憲 二本松 OLC  12’18 

女山浦友子 Team 白樺   19’49 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 ① 

 

 

 

 

 

       図１ ナイト SKI-O 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 ⑨ 

 

 

 

 

 

写真９ スキーも一流の羽鳥和重氏 

 

●ＭＷＢクラス 

①永井直樹 つくば ROC  15’59②笹

谷淳一 金沢大 OLC   16’45 ③城

山泰彦 かすいちクラブ 17’21④今関

朝樹 京葉 OLC   20’02⑤永井夕里

子 OLP 兵庫   21’13⑥小比賀健司つ

くば ROC   25’17 

 

 

 

 

 

  図 ② 

 

 

 

 

 

図２ ナイト SKI-O MWB コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 ① 

 

 
 
 

 
MWA コース 
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第８回 S K I-O  

ミディアムディスタンス大会 

 
 SKI-O 講習会では、講習期間中必ず、

講習生のレース経験・運営者のシステム

維持を目的として何らかの大会を連接し

ています。 

 以前は、ミニ大会と称してお茶を濁し

た時期もありましたが、最近は大会のみ

の参加希望者もいることから、何時の間

にか大会の方のウエイトが大きくなって

SKI-O 研究会が主催する大会の回数にカ

ウントするようになりました。 

 事実、SKI-O 大会の運営はミニでもビ

ッグでもコーストラックの設営も含めて

役員数も経費もその数値に大差がないの

で、一人でも参加者の多いほうが双方に

とって嬉しいことで、特に運営側に張り

合いをもたらすメリットがあります。 

 今回も、ミディアムレースとして降雪

前からテレインの拡大のため調査、雪上

のスキー走行について地権者に対しては、

地元区長に一括説明で了承を得て準備を

進めた。 

 

 

 

 

  写真 ⑩ 

 

 

 

 

 

写真１０ スタート準備の滝本氏 

 

 コースは、「SKI-O 競技規則」に準じて

MA のウイニングタイムは６０分に設定

（セッター：内山孝博）したが、１位の

元木、試走の宗形ともほぼ予想タイムで

あった。 

 両名ともこのテレインでのナビゲーシ

ョンに難がないことを思うと、5’/km を目

標としてモービルトラックのスピードア

ップ技術が課題だろう。 

 余談になるが MAP「磐梯高原」は最初

の作図者高島和宏氏が、等高線間隔を２

ｍにして作図しましたが、今回、村道東

側を加えた「曾原」を作成するにあたり

５ｍに修正した。 

 補助曲線を入れたがテレインが平原化

してしまった。実際は東の山地が立木の

密生と傾斜が急で、SKI-O の使用に向か

ないことがわかった時点で２ｍにしたか

ったのだが時間がなかった。 

 また、磐梯高原のテレインには、フッ

トでは予想もつかない大工事をしていま

す。 ３箇所に橋の架橋をしています。 

 

 

 

 

 写真 ⑪ 

 

 

 

 

 

 写真１１ 大雪で埋まった武石橋 

 

 環境省の許可を取り、多額の費用をつ

ぎ込んで架橋しています。夏場は湿地帯

なので近くに遊歩道がありますが橋には

地被けませんので利用することが出来ま

せん。SKI-O のためだけですが、無名に

しておくのが癪なので今年命名しました。

テレイン中央で橋長６ｍの橋を｢武石橋｣、

東の村道に近い橋は「柴田橋」、以前から

あった常設コースからパン屋さんに抜け

る橋も研究会で補強しましたので「パン

屋橋」と命名しました。 

 

 

 

 

 

 写真 ⑫ 

 

 

 

 

 

 

 写真１２ パン屋橋はこの方向 

 

 今年は雪が多くて、橋と知らずに渡っ

ているようでしたが、１０年以上は腐れ

ないと思われるので機会があったら確認

してください。 

 

 各クラス上位の成績です。 

●MA 

① 元木 悟 Team 白樺 1:02:11② 

小林岳人 ES 関東 C  1:14:58 

③ 山田一善 多摩 OL  1:17:39４ 

玉木圭一 浪速恋月夜 1:21:41５ 堀江

守弘 東北大 OLC 1:22:00６ 早野哲

朗 京葉クラブ 1:23:43 

 

 

 

 

  写真 ⑬ 

 

 

 

 

 

 写真１３ 元木、小林、山田 

 

●WA 

① 植野由香 北海教大旭 0:58:23 

② 山浦友子 Team 白樺 1:22:01 

 

 

 

 

 

  写真 ⑭ 

 

 

 

 

 写真１４ 植野、山浦（？武石） 

 

●MB 

① 鈴木三郎 Heat beat 0:41:36 

② 小比賀健司つくば ROC 0:47:58 

③ 城山泰彦 かすいち C 0:49:11 

４ 笹谷淳一 金沢大 OLC 0:50:29 

５ 永井直樹 つくば ROC 0:53:12 

６ 関口道弘 奥武蔵 SC  0:58:58 

 

●WB 

① 永井夕里子 OLP 兵庫 0:52:55 

② 森 栄理子かすいち  1:01:16 

② 三好良子 横浜クラブ 1:04:22 

４ 八田香織 かすいち  1:43:23 
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 写真 ⑮ 

 

 

 

 

写真１５ 小比賀、鈴木、城山 

 

 

 

 

 写真 ⑯ 

 

 

 

 

 写真１６ 永井、森、三好 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

レースの反省  

       多摩 OLC 山田一善 

 

 地図読みの頻度が少なすぎるので、マ

ップホルダー上の地図の現在位置を追う

ことが出来なかったので、地図嘉すると

きに先ず現在位置を探してから始めなけ

ればならなかった。 

 これでは止まってでなければ正確に地

図読みが出来ないことになる。しかし、

止まって地図読みするとタイムロスにな

るために滑りながら地図読みしていた。

その結果、情報を落としてしまったこと

がミスにつながっている。 

 50 番に行こうとして 48 番を通過して

しまったことは、地形を読んでいれば間

違いようがないのであるが、ミスしてし

まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地図 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ミディアム MA クラス２枚目 

 地図読みの頻度を上げることによって、

正確に現在位置を追うことが出来るよう

になるので必要な地図の情報を得る事が

出来る。又、マップホルダーに手を添え

ることによって、より見やすくなる。 

 この状態では、腕を使うことができな

いので脚だけで押すようになるか、少な

くとも片手は使うことができないので多

少スピードが下がるが、ミスによるタイ

ムのロスを考えると必要である。 

 狭いトレールの中では、腕を使わない

と進むことができないので、下りで地図

読みを行うなどの対応を考えなければな

らない。 

 そのためには、モービル道での、より

多くの経験が必要である。 
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 レースの翌日、同じコースを滑ってみ

たが、トレールは少し雪がかぶっている

程度で、数回同じ場所を滑ると問題なく

滑ることが出来た。 

 日頃、このような環境でトレーニング

する機会はないが 3 時間ほど押しだけで

滑ることが出来た。 

 この練習中に感じた事ですが、狭いト

レールでも、できるだけ片足スケーティ

ングをして、できるだけ移動スピードを

上げることを考えるべきである。 

 

 

 

 

 

  写真 ⑰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１７ クイックで登る山浦 

 

 広いピステ道でも押しをしたり、片足

スケーティングの練習をすることができ

るので、これからはそんな練習方法も取

り入れる積もりである。 

 この日の練習でも狭いトレール内での

地図読みと押しで滑ることをテーマにし

てトレーニングした。 

 クロカンスキーの選手は、下りでは足

踏みするように細かく左右のスキーに踏

みかえることによって安定させているの

で、狭いトレールの下りでは有効である。 

              以上 

 

※ 武石注釈 

山田の文中にある「押し」とは＝ 

 ダブルポールのことで、両方のポール

を振り出して上体を前傾姿勢にして体重

をポールにかけ、腹筋を使って腕で思い

切り体重を乗せたまま、スキーを前方に

押し出してスピードを上げる技術である。 

 この発展技術に、ワンキックダブルポ

ール（一歩滑走）がある。 

 

又「足踏みするように細かく左右の足を

踏みかえる」とは＝ステップターンのこ

とで、下りや平地のカーブでスピードを

落とすことなく、内側の足にステップを

踏むように体重を移行して行く技術で、

単にターンをするというより、むしろ平

地では加速する技術になる。 

 

片スケーティング＝スケーティングは通

常２ｍ程度の幅員が必要であるが、２ｍ

未満のトラックでもスケーティング技術

の追うようでスピードを維持する技術で

ある。 

 これらの技術は、講習会の中級レベル

のグループには、実技講習で展示したり

その要領を反復したが覚えてくれたでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 ⑱ 

 

 

 
 
 

 
 写真１８ 楽しそうな八田さん 
 「白銀の世界に身を置くと、俗世間

から離れた開放感・リラックス感を覚

え、自然の懐の深さを知ることが出来

る。 
 又、レースではテレインの山の木々

が、選手の熱気を感じ取るのか、まる

で選手と一緒に動いているような躍

動を感じることがしばしばある。 
 これは、まさしく感動だ」 
 「晴れた日には、小鳥のさわやかな

応援を受け、吹雪もまた、生きぬく千

恵を与えてくれる。そんな雪の世界が、

私を育ててくれた」－武石。 
 

 
 

平成 12 年度富山県ＯＬ大会

報告          

             山口敏夫（富山 OLK） 
   2 月 10 日（土）、11 日（日） 
  富山県中新川郡立山町「グリーンパ

ーク吉峰」 

  例年の富山県ＯＬ大会は秋に開催

されていましたが、今年度は全日本リ

レー大会があったため、この時期の開

催となりました。 

  今回の大会の特徴としては、①スノ

ーシュー（西洋かんじき）を用いたこ

と、②グリーンパーク吉峰の冬のイベ

ント「鍋自慢大会」に併せて開催した

こと、です。 
  スノーシューは、雪に接する面積が

広く、和かんじきよりも雪上を簡単に

歩くことができ、最近注目されていま

す。  北海道、東北、北信越を中心に

スノーシューのコースも設置されて

いると聞いています。グリーンパーク

吉峰が最近スノーシューを購入し、冬

のアウトドアのイベントを企画して

いたことを知り、県ＯＬ大会を開催す

ることとなりました。 
  コースは、コテージやオートキャン

プ場などを回る 7 ポスト 1500m の 1
コースであり、コントロールごとにク

イズを設けました。  短いコースでも、

雪上を歩くことはかんじきを履いた

経験がないと大変であり、1 時間前後

かかります。 
  参加者は、残念ながら 2 日間で 30
名程度でしたが、中にはスノーシュー

持参の人もいました。同時期に開催さ

れた「鍋自慢大会」には、13,000 人

の来場者があり、会場が混雑していま

したが、基本的にターゲットが違うた

め、参加者の増には結びつきませんで

した。ただ、見慣れないスノーシュー

に関心を持つ人がいましたので、今後

は期待できるかもしれません。 

   また、この大会に金沢から視覚障

害者を含む団体が参加されましたが、

野山を歩く場合、冬の方が、積雪があ

り下草や段差がないことから歩きや

すいと、話していました。                                                                         


